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 Musubime works for the better society

今回の経験からは、職業人材を現場で育成するには、「個

人の成長」と「組織の仕組改善」という 2 つの要素に対す

る同時のアプローチを長期で行う必要があるという気付き

がありました。これまで前者にのみ焦点を置いたトレーニ

ング内容であったため、2 つ目の「仕組」改善にどのよう

に取組むかが今後の課題です。ホテルでは好評を頂きつつ

も、私個人の知識と経験だけでは担いきれないことも痛感

し、エチオピアと日本での双方において、具体的に協働し

合えるネットワークやチームづくりの必要性を思わされて

います。

　2019 年のエチオピア滞在は 4 月～ 8 月上旬までと、
当初の予定より約 1 ヵ月延長し、新しい繋がりや現地
の方々のご協力の元で働きを前進させることができまし
た。帰国後も活動のまとめや報告会、フリーランスとし
て行う別件の仕事の処理等がありましたため、この通信
の発行がいつもより大幅に遅れてしまいお詫びいたしま
す。いつもこの働きをご理解くださり、暖かく心を寄せ
てくださっています皆さまに、心からの感謝を申し上げ
ます。

トレーニングの様子

　今回の通信では、4 月～ 8 月の現地滞在中の働きを中心

にご報告いたします。

エチオピア活動① (事業に向けて)　
接客サービス従業員の育成トレーニング・プロジェクト

　昨年からスタートしたこのプロジェクトですが、今回は、 
外国人も多く利用するホテル ( エチオピア人経営 ) からの
申し込みを受け、約 60 名の従業員に対し（各部署のマネー
ジャ、受付ロビー、レストラン・カフェ 担当者）講義と
実施訓練を合わせた 1 ヵ月間のトレーニングを行うこと
ができました。長年の外国からの援助により様々なトレー
ニングを無料で享受する機会に慣れてしまった人々にとっ
ては、人材育成や技術の習得に自己出費することに、個人
でも組織でも意欲的でなく、結果として主体性が損なわれ
てしまいます。（援助の必要を抱えている人がいることも
事実です）。私が企業へ営業活動している中でも、技術の
無料提供を期待される場面がありましたが、受ける側も提
供する側も互いに責任を持ち、事業を 持続可能な仕組み
にすることに初期段階から妥協したくはないという思いか
ら、引受先は選ぶようにしています。そのため受注までは
毎回困難を極めますが、理解を示してくださる企業とは無
理のない関係が築けると感じています。

受講したホテルのスタッフ ( 約 60 名に向けて )
（修了証書授与式）

エチオピアでの協力関係
　現段階でも、この働きを進めるにあたって、生活面でも

仕事面でも、エチオピアで持つ協力関係の中において様々

な助けを頂いていることは大変感謝な事です。

社会に対する様々な問題意識を持って計画を練り、働きを

実行・前進させ、さらなる課題の発見と解決に向けて取り

む彼らの姿勢から、「失敗を恐れず、諦めずに取組み続ける」

大切さを教えられます。現地を良く知り、様々な分野 ( ビ

ジネス、教育、支援、医療、教会　など ) において奮闘さ

れている方々から話を伺い、その取組から教えて頂く中で、

私にできる貢献も毎回模索・改善しています。仕事を共同

するチームの結成を具体的に視野に入れながら、今後も現

地の方々との対等な関係の元、エチオピア活動を進めてい

きたいと望んでいます。



経済的支援をもってご協力くださる方はお手数ですが
右記の口座にお振込みください。 報告はニュースレ
ターにて随時お知らせしますので配信ご希望の方はご
連絡ください。ご支援を心より感謝いたします。

　①ゆうちょ振替口座　口座番号：00180-0-300201
　　　　　　　　　　名義：FVI

★通信欄に「湯本指定」とご記入ください。

②ゆうちょ振替口座　口座番号：00830-9-137685
名義：湯本沙友里

他行等から　店名：〇八九店　当座　0137685

支援金はどちらの口座も同様に、派遣に関わる経費、活動費に充
てられます。FVI名義は、湯本がサブスタッフとして関わる非営
利団体「声なき者の友」の輪を通して税理士より監査を受け、年
次報告いたします。ウェブサイト(karashi.net)から閲覧可能です。

Email : sayuri@karashi.net

連絡先

支援のための募金・献金方法

湯本 沙友里 Sayuri Yumoto

エチオピア活動② (支援として登別市と協働 )
小学校（ディスティニー・アカデミー）での絵画授業

　毎年登別市では、世界食料デー登別大会の時期に合わせ
て、市内で児童画展を開催するのが恒例になっており、エ
チオピアのこどもたちが描いた児童画を、現地よりお送り
しています。エチオピアでは絵画道具が輸入物ゆえに、日
本よりも高価なため、公立や一般的な私立の学校では絵画
授業の頻度が多くないと聞きました。画材を送るだけでな
く、使い方や表現の仕方を教えることで子どもたちの創造
性の育成と、ものづくりの楽しさを知る機会に少しでも貢
献出来たらとの願いから、今回から授業も開催することに
しました。
予想以上に好評をいただき、毎度の授業を心待ちにしてい
る子どもたちの大喜びする姿や、熱心に学ぼうとする姿勢
から私自身が励ましを受けましたし、校長先生からも「自
ら考えて自由な発想を育み、一人一人異なることを良しと
するアートの価値を身に付ける機会を与えてくれてありが
とう」と仰っていただき感謝でした。こどもたちには、自
身や身の回りのことを良く見て考えて自由に表現してみる
ことや、プレゼンすること、友達の作品の良い部分を評価
すること、などを意識して伝えました。学校に行きたいと
いうモチベーションや勉強の合間の良い息抜きにもなった
ようです。

　授業で描いてもらった絵画はすべて登別市へお届けし、
市内の様々な場所にて展示されています。（10 月に市を訪
れました。次号でご報告いたします）。運営側だけでなく、
毎年恒例のこの時期を楽しみにしておられる市民の方々が
大勢いらっしゃるそうです。中高生による世界に目を向け
た積極的な学びも進んでいます。一方的ではなく私たちも
エチオピアから学びとり助け合う相互的な関わり合いを、
今後も学び続けたいと願っています。

　 協 働 関 係 に あ る こ ち ら の 幼 稚 園・ 小 学 校 で は、 外
部 ボ ラ ン テ ィ ア 教 師 の 受 入 れ を 歓 迎 し て お り、 専 門
性を持つ方の具体的な取組は大きな助けになります。
ただ、私も今回授業を行わせていただきましたが、絵
画指導を専門的に学んだわけではありません。幼少期
から絵画・書道など美術系の教室に通わせてもらった
ことで小・中学時にコンクールで受賞経験があった経
験や、現在のウェブデザイナーとしての仕事の引出し、
また専門的に学んだ友人たちからのアドバイスなど、 次回は帰国後の日本での活動を中心にご報告いたします。

経験を活かしつつ精一杯かき集めた記憶やアイデアで指導
に当たらせていただきました。日本には様々な経験をする
機会があるので「できること」や「スキル」を持つ人が多い
のではと感じるのですが、私自身エチオピアに来るまで、
これくらいでは役に立てないのでは？必要とされているの
だろうか？と思ってしまうことだらけでした。今も過程で
はありますが、誰か(国内外問わず) の喜びを願い、その助
けになりたいと一歩踏み出すと、情報やアイデアが得られ、
何らかの形での貢献に繋がり、知見と喜びの輪が広がって
いくことを経験しています。埋もれていた興味関心や、得
ていた自信などを振返ってみても、何か発見があるかもし
れません。エチオピアに居ると、そのような方法で挑戦し
たことで、周りの人々と喜びを共有している方と会うこと
が度々あります。
自分にも何かできることがあるだろうか、、と考えていらっ
しゃる方、短期間でも現地でのボランティア活動にご興味
がある方がいらっしゃいましたら、ぜひご連絡ください。


